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おおさか支局
〒530-8251（住所不要）

毎日新聞社会部おおさか支局

ＴＥＬ0663468443

ＦＡＸ0663468444

メールは ＠

読者の皆さんの取り上げてほしいテー

マなど、お寄せください。

【購読お申し込み】
フリーダイヤル0120-468012

関西医大付属病院
眼科教授 山田晴彦さん ‖枚方市

言
葉
で
表
現
す
る
努
力

皆
さ
ん
は
日
常
的
に
ラ
ジ
オ
を
お
聴
き
に

な
り
ま
す
か
？

ラ
ジ
オ
は
電
波
媒
体
の
中

で
一
番
歴
史
が
古
く
、
テ
レ
ビ
放
送
が
始
ま

る
前
か
ら
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
残
念
な
こ

と
に
、
若
者
た
ち
は
や
れ
ウ
ェ
ブ
だ
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
だ
と
そ
ん
な
オ
ー
ル
ド
メ
デ
ィ
ア
に
は
見

向
き
も
し
ま

せ
ん
。

一
方
で
、

世
の
中
に
は

ラ
ジ
オ
が
必
要
な
人
も
い
ま
す
。
行
き
つ
け

の
理
髪
店
で
も
、
時
に
利
用
す
る
タ
ク
シ
ー

の
中
で
も
ラ
ジ
オ
が
流
れ
て
い
ま
す
。
理
容

師
・
美
容
師
さ
ん
も
タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ
バ

ー
さ
ん
も
目
を
使
う
仕
事
な
の
で
よ
そ
見

は
厳
禁
。
テ
レ
ビ
は
絶
対
ダ
メ
で
す
。
も
ち

ろ
ん
有
線
放
送
や
音
楽
Ｃ
Ｄ
を
流
す
方
法

も
あ
る
と
は
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
で

は
ニ
ュ
ー
ス
や
交
通
情
報
が
得
ら
れ
ま
せ

ん
。私

は
眼
科
医
に
な
っ
て

年
に
な
り
ま
す

が
、
今
ま
で
数
回
ラ
ジ
オ
番
組
に
出
演
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
よ
り
も
「
ラ

ジ
オ
」
に
こ
だ
わ
っ
た
の
で
す
。な
ぜ
な
ら
、

私
の
患
者
さ
ん
た
ち
は
、
テ
レ
ビ
を
見
る
よ

り
「
ラ
ジ
オ
を
好
む
か
ら
」
で
す
。
ど
う
し

て
ラ
ジ
オ
の
方
が
良
い
の
で
し
ょ
う
？

視

覚
障
害
が
あ
っ
て
も
テ
レ
ビ
の
音
声
だ
け
聴

け
ば
よ
い
だ
ろ
う
に
、
と
思
わ
れ
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
。

私
も
運
転
中
に
画
面
オ
フ
の
テ
レ
ビ
番
組

を
「
聴
く
」
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

テ
レ
ビ
は
見
る
こ
と
が
前
提
な
の
で
、
音
声

だ
け
で
は
十
分
に
伝
わ
ら
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
野
球
の
試
合
で
は
ど
ち
ら
の
チ
ー
ム

が
勝
っ
て
い
る
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。一
方
、

ラ
ジ
オ
は
見
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、

出
演
者
は
懸
命
に
言
葉
で
表
現
す
る
努
力
を

し
て
い
ま
す
。
多
様
性
に
も
っ
と
配
慮
し
な

い
と
い
け
な
い
時
代
に
、
テ
レ
ビ
は
視
覚
障

害
者
に
優
し
く
な
い
の
で
す
。

今
後
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
押
さ
れ

て
更
に
ラ
ジ

オ
の
リ
ス
ナ
ー
は
減
る
で
し
ょ
う
。で
も「
先

生
、
ラ
ジ
オ
に
出
て
た
や
ろ
。
声
で
わ
か
っ

た
わ
！
」
と
事
前
に
宣
伝
も
せ
ず
、
数
分
の

出
演
で
し
か
な
か
っ
た
私
を
、
ち
ゃ
ん
と
見

つ
け
て
喜
ん
で
く
れ
る
患
者
さ
ん
達
が
い
る

の
で
す
。
視
覚
が
不
自
由
な
方
に
と
っ
て
は

「
百
見
は
一
聞
に
如
か
ず
」
な
の
で
す
。
私

は
こ
れ
か
ら
も
機
会
が
あ
っ
た
ら
ま
た
ラ
ジ

オ
に
出
よ
う
。
そ
し
て
ラ
ジ
オ
の
放
送
を
楽

し
み
に
聞
い
て
い
る
患
者
さ
ん
た
ち
に
有
用

な
情
報
を
伝
え
よ
う
。

▢

▢

無
声
映
画

活
弁
と
共
に

来
月
５
日

ピ
ア
ノ
生
演
奏
も

梅 田
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世
紀
前
半
の
無
声
映

画
の
名
作
を
女
性
弁
士
の

活
弁
と
ピ
ア
ノ
生
演
奏
で

鑑
賞
す
る
「
懐
か
し
の
活

動
大
写
真
を
活
弁
と
生
演

奏
で
楽
し
む
！
」
（
毎
日

新
聞
大
阪
開
発
主
催
、
マ

ツ
ダ
映
画
社
協
力
）
が

月
５
日
午
後
１
時
半
か
ら

毎
日
新
聞
オ
ー
バ
ル
ホ
ー

ル
（
大
阪
市
北
区
梅
田
３
）

で
開
か
れ
る
。

戦
前
映
画
界
の
ト
ッ
プ

女
優
、
入
江
た
か
子
の
代

表
作
で
水
芸
人
白
糸
（
入

江
）
と
青
年
村
越
欣
也
（
岡

田
時
彦
）
の
悲
恋
を
描
い

た
「
滝
の
白
糸
」
（
１
９

３
３
年
、
溝
口
健
二
監
督
）

‖
写
真
‖
を
上
映
。
弁
士

は
大
森
く
み
こ
さ
ん
、
ピ

ア
ノ
は
天
宮
遥
さ
ん
。
大

森
さ
ん
は
「
傑
作
『
滝
の

白
糸
』
を
語
る
の
は
弁
士

の
あ
こ
が
れ
。
い
つ
か
私

も
、
と
い
う
思
い
が
今
回

か
な
う
う
れ
し
さ
と
緊
張

に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。
巨

匠
溝
口
監
督
な
ら
で
は
の

映
像
美
と
白
糸
の
い
ち
ず

な
情
愛
を
ぜ
ひ
体
感
し
て

く
だ
さ
い
」
と
話
し
て
い

る
。参

加
費
２
５
０
０
円

（
自
由
席
、
事
前
申
込
制
）
。

問
い
合
わ
せ
は
毎
日
新
聞

大
阪
開
発
（

・
６
３
４

６
・
８
７
８
７
‖
平
日
午

前

時
〜
午
後
５
時
）
。

莢莢莢莢

莢莢莢莢

青
少
年
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

点
を
中
央
審
査
会
へ
府、大阪市

高
級
食
材
エ
ビ
イ
モ
の

産
地
、
富
田
林
市
の
西
板

持
地
区
で
エ
ビ
イ
モ
の
収

穫
が
最
盛
期
を
迎
え
て
い

る
。
料
亭
に
も
直
接
販
売

し
て
い
る
農
家
で
は
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
を
も
ろ
に
受
け
た
昨
年

に
比
べ
注
文
も
順
調
。

月
も
こ
の
調
子
が
続
い
て

ほ
し
い
」
と
需
要
に
期
待

す
る
。

エ
ビ
イ
モ
は
棒
だ
ら
と

炊
き
合
わ
せ
た
京
都
の
伝

統
料
理「
芋
棒
」で
有
名
。

し
ま
模
様
や
形
が
エ
ビ

に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、

名
が
つ
い
た
。
煮
崩
れ
し

に
く
く
滑
ら
か
な
舌
触
り

と
ク
リ
ー
ミ
ー
さ
が
特

徴
。

㌃
を
栽
培
し
て
い
る

乾
裕
佳
さ
ん
(

)
は
「
８

月
に
は
雨
が
多
く
、
９
月

に
晴
天
続
き
だ
っ
た
の
で

水
管
理
に
苦
労
し
ま
し
た

が
、
味
は
良
い
」
と
う
れ

し
そ
う
に
話
し
た
。

月

中
旬
ま
で
出
荷
は
続
く
。

富田林で収穫ピーク

収穫したエビイモを手にする

乾裕佳さん‖富田林市で

応
募
作
品
は
府
が
８
５

４
校

万
７
３
０
５
編
、

大
阪
市
が
３
１
０
校
２
万

８
３
０
７
編
。

表
彰
式
は
、
大
阪
市
が

月
４
日
に
同
市
西
区
北

堀
江
の
市
立
中
央
図
書
館

で
、
府
は
同

日
に
同
市

都
島
区
網
島
町
の
大
阪
私

学
会
館
で
あ
る
。
中
央
審

査
会
に
府
は
特
選

点
、

大
阪
市
は
入
賞
か
ら

点

を
送
る
。
来
年
１
月
の
最

終
審
査
で
全
国
コ
ン
ク
ー

ル
の
入
賞
作
品
が
決
定
す

る
。

第

回
青
少
年
読
書
感
想
文
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
（
全
国
学
校
図
書
館
協
議

会
、
毎
日
新
聞
社
主
催
）
の
府
と
大
阪
市
の
審
査
が
あ
り
、
入
賞
・
入
選
作

品
が
決
ま
っ
た
。
府
は
特
選

点
と
優
秀

点
、
佳
作

点
を
、
大
阪
市
は

市
長
賞
５
点
、
市
教
育
委
員
会
賞
・
毎
日
新
聞
社
賞
各

点
、
大
阪
市
学
校

図
書
館
協
議
会
長
賞

点
を
選
ん
だ
。

【
緒
方
智
雄
】

入
賞
者
は
次
の
通
り
。

（
敬
称
略
、
数
字
は
学
年
）

◇
府
審
査
結
果
◇

◆
特
選
◆
【
小
学
校
低
学
年
】

お
ふ
る
だ
っ
て
す
て
き
な
お
も

い
で
『
あ
な
ふ
さ
ぎ
の
ジ
グ
モ

ン
タ
』
を
よ
ん
で
‖
長
谷
部
円

佳
（
茨
木
・
水
尾
１
）
▽
『
く

ま
さ
ぶ
ろ
う
』
を
読
ん
で
‖
中

井
杏
菜
（
箕
面
・
箕
面
２
）
【
小

学
校
中
学
年
】
生
き
よ
う
仲
良

く
幸
せ
に
‖
秋
山
未
野
里
（
賢

明
学
院
４
）
▽
子
ぎ
つ
ね
ヘ
レ

ン
が
ぼ
く
に
の
こ
し
た
も
の
‖

脇
田
悠
生
（
吹
田
・
片
山
４
）

【
小
学
校
高
学
年
】
夢
へ
の
階

段
‖
藤
野
陽
菜
（
和
泉
・
青
葉

は
つ
が
野
５
）
▽
私
の
新
し
い

目
標
‖
阪
上
和
奏
（
阪
南
・
東

鳥
取
５
）
【
中
学
校
】
声
を
挙

げ
る
‖
阪
木
み
り
（
藤
井
寺
・

第
三
３
）
▽
欠
陥
は
欠
点
で
は

な
い
‖
東
口
莉
緒
（
同
志
社
香

里
３
）【
高
校
】
『
水
を
縫
う
』

を
読
ん
で
‖
藤
野
美
紀
子
（
関

西
創
価
１
）
▽
親
と
子
‖
中
村

莉
緒
（
狭
山
２
）

◆
優
秀
◆
【
小
学
校
低
学
年
】

桑
原
輪
（
賢
明
学
院
２
）
▽
角

野
誠
真
（
吹
田
・
千
里
第
三
１
）

▽
渡
辺
優
花
（
和
泉
・
い
ぶ
き

野
１
）
▽
井
上
優
愛
（
門
真
・

門
真
み
ら
い
２
）
【
小
学
校
中

学
年
】
口
池
香
澄
（
大
教
大
付

属
池
田
４
）
▽
山
下
大
翔
（
茨

木
・
沢
池
３
）
▽
村
田
ほ
た
る

（
羽
曳
野
・
は
び
き
の
埴
生
学

園
４
）
▽
辻
雅
鷹
（
和
泉
・
和

気
３
）
【
小
学
校
高
学
年
】
竹

口
獅
悠
（
貝
塚
・
津
田
５
）
▽

山
崎
陽
斗
（
堺
・
美
原
北
５
）

▽
麻
中
智
早
（
吹
田
・
千
里
第

一
６
）
▽
樋
口
莉
瀬
（
岸
和
田

・
春
木
６
）
【
中
学
校
】
小
野

寺
初
菜
（
開
明
３
）
▽
松
本
美

南
（
岸
和
田
・
久
米
田
１
）
▽

西
本
美
香
（
泉
佐
野
・
佐
野
３
）

▽
北
野
颯
大
（
柏
原
・
柏
原
２
）

【
高
校
】
長
岡
美
甫
（
同
志
社

香
里
２
）
▽
檀
ひ
か
る
（
茨
木

２
）
▽
川
人
涼
香
（
天
王
寺
１
）

▽
平
尾
理
名
（
茨
木
２
）

◆
佳
作
◆
【
小
学
校
低
学
年
】

今
西
歩
来
（
阪
南
・
朝
日
１
）

▽
藤
野
朋
花
（
寝
屋
川
・
三
井

２
）
▽
橘
海
斗
（
貝
塚
・
西
１
）

▽
坂
井
雅
宗
（
吹
田
・
千
里
新

田
２
）
【
小
学
校
中
学
年
】
奥

野
リ
リ
ー
（
和
泉
・
緑
ケ
丘
４
）

▽
松
本
一
花
（
池
田
・
北
豊
島

３
）
▽
亀
井
花
音
（
藤
井
寺
・

道
明
寺
東
３
）
▽
塩
見
心
那
（
泉

大
津
・
浜
４
）
【
小
学
校
高
学

年
】
巽
由
吏
（
河
内
長
野
・
加

賀
田
６
）
▽
高
濱
隆
乃
介
（
池

田
・
神
田
６
）
▽
和
田
美
音
（
高

槻
・
安
岡
寺
６
）
▽
稲
垣
陽
元

（
堺
・
三
宝
６
）
【
中
学
校
】

鶴
田
小
春
（
守
口
・
庭
窪
３
）

▽
長
尾
和
奏
（
泉
大
津
・
誠
風

２
）
▽
丸
山
美
春
（
東
大
阪
・

小
阪
３
）
▽
樋
口
沙
羅
（
岸
和

田
・
春
木
２
）
【
高
校
】
小
林

千
泰
（
大
阪
信
愛
学
院
２
）
▽

阿
部
来
春
（
旭
１
）
▽
大
原
杏

花
（
大
阪
女
学
院
２
）

◇
大
阪
市
審
査
結
果
◇

◆
市
長
賞
◆
『
あ
な
ふ
さ
ぎ

の
ジ
グ
モ
ン
タ
』
を
読
ん
で
‖

山
本
時
生
（
鷺
洲
小
２
）
▽
『
カ

ラ
ス
の
い
い
ぶ
ん
』
を
読
ん
で

‖
西
川
ひ
か
る
（
本
田
小
４
）

▽
『
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
ク
ラ
ブ
』

を
読
ん
で
‖
白
井
千
尋
（
鯰
江

小
５
）
▽
本
当
の
意
味
の
友
だ

ち
‖
森
岡
果
乃
（
北
稜
中
２
）

▽
流
れ
る
水
は
淀
ま
な
い
‖
加

藤
み
ち
る
（
市
立
高
３
）

◆
市
教
育
委
員
会
賞
◆
【
小

学
校
低
学
年
】
宮
口
楓
花
（
中

道
１
）
▽
牧
野
紡
季
（
岸
里
２
）

【
小
学
校
中
学
年
】
大
隅
志
帆

（
育
和
３
）
▽
川
原
利
穏
（
四

貫
島
３
）
【
小
学
校
高
学
年
】

島
内
崚
（
林
寺
５
）
▽
江
副
文

晟
（
玉
川
６
）
【
中
学
校
】
村

田
佑
斗
（
堀
江
３
）
▽
山
本
拓

海
（
北
稜
３
）
【
高
校
】
土
田

希
実
（
工
芸
２
）
▽
細
見
あ
や

め
（
咲
く
や
こ
の
花
３
）

◆
毎
日
新
聞
社
賞
◆
【
小
学

校
低
学
年
】
高
田
怜
香
(
南
百
済

２
)
▽
中
條
珠
麗
(
南
住
吉
２
)

【
小
学
校
中
学
年
】
大
桐
愛
生

(
玉
造
３
)
▽
竹
添
夢
叶
(
友
渕

４
)【
小
学
校
高
学
年
】
池
田
楓

子
(
真
田
山
５
)
▽
柏
原
橙
子

(
高
殿
６
)【
中
学
校
】
小
西
寿
寧

(
宮
原
２
)
▽
松
本
莞
奈
(
市
岡

３
)【
高
校
】
洲
盛
彩
夏
(
南
１
)

▽
後
藤
ひ
ま
り
(
東
２
)

◆
市
学
校
図
書
館
協
議
会
長

賞
◆
【
小
学
校
低
学
年
】
明
松

も
も
か
（
鶴
見
１
）
▽
永
田
凜

（
大
成
１
）
▽
八
木
藤
子
（
加

賀
屋
東
１
）
▽
稲
田
紗
曖
（
大

桐
２
）
▽
木
村
帆
花
（
中
央
２
）

▽
瀬
戸
凜
愛
（
南
港
桜
２
）
【
小

学
校
中
学
年
】
足
立
暖
（
高
松

３
）
▽
井
上
果
穂
（
中
大
江
３
）

▽
瀬
戸
み
の
り
（
榎
並
３
）
▽

徳
田
啓
人
（
下
新
庄
３
）
▽
渡

辺
舞
桜
（
鶴
見
南
３
）
▽
山
田

瑞
稀
（
東
井
高
野
４
）
▽
吉
田

百
花
（
上
福
島
４
）
【
小
学
校

高
学
年
】
阿
部
こ
こ
な
（
北
巽

５
）
▽
岡
田
侑
大
（
三
国
５
）

▽
前
川
鈴
珠
（
東
粉
浜
５
）
▽

塩
野
悠
（
鶴
見
６
）
▽
立
川
樹

里
（
晴
明
丘
南
６
）
▽
野
口
花

帆
（
四
貫
島
６
）
▽
吉
澤
胡
桃

（
野
中
６
）
【
中
学
校
】
中
越

柚
和
（
茨
田
北
１
）
▽
山
崎
知

果
帆
（
西
１
）
▽
上
地
美
桜
（
新

北
野
２
）
▽
狭
間
芽
依
（
鯰
江

２
）
▽
孟
淑
怡
（
高
津
２
）
▽

佐
藤
心
優
（
咲
く
や
こ
の
花
３
）

▽
安
井
理
凜
（
高
津
３
）
【
高

校
】
大
田
直
輝
（
都
島
工
業
１
）

▽
谷
角
ゆ
め
（
南
２
）

２
１
４
６
円
‖
寝
屋
川

市
、
ヤ
サ
カ
チ
ュ
ウ
ガ
ク
オ

オ
バ
ヤ
シ
ガ
ッ
キ
ュ
ウ
▽
５

０
０
０
円
‖
豊
中
市
、
匿
名

▽
２
万
円
‖
大
阪
市
阿
倍
野

区
、
匿
名

（
敬
称
略
）

◇

送
金
は
郵
便
振
替
（
０
０

９
７
０
・
９
・
１
２
８
９

１
）
で
毎
日
新
聞
大
阪
社
会

事
業
団
へ
。
当
法
人
へ
の
寄

付
金
は
税
制
上
の
優
遇
措
置

が
あ
り
ま
す
。

蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂

蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂30日

★牡羊座（３・ ～４・ ）おだてられて
うまく利用されそう。うまい話には要注意。
★牡牛座（４・ ～５・ ）フットワーク
良好。他に先んじて運が大きく開きます。
★双子座（５・ ～６・ ）得意分野で注
目されそう。知識や技術を誰かに教えて吉。
★蟹 座（６・ ～７・ ）誤解される時。
単純なことほど詳しい説明が必要です。

★獅子座（７・ ～８・ ）好奇心が幸運
の鍵。この日覚えることは身に付きます。
★乙女座（８・ ～９・ ）慣れたことほ
どトラブルあり。灯台下暗しの失敗に注意。
★天秤座（９・ ～ ・ ）得意分野で注
目されそう。良い評判で異性の人気も。
★蠍 座（ ・ ～ ・ ）向上心が旺盛
な時。何かに挑戦して運が開けます。

★射手座（ ・ ～ ・ ）チームワーク
良好。仲間に協力を求めて難問解決も。
★山羊座（ ・ ～１・ ）プレッシャー
強し。目上に期待され過ぎてのストレスも。
★水瓶座（１・ ～２・ ）フットワーク
良好。リズムやタイミングを大切にして吉。
★魚 座（２・ ～３・ ）トラブルあり。
気の合わぬ相手とは会わないほうが無難。
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